
45・．）

　
　
　
．
　
　
　
哲
　
學
　
研
　
究
　
　
第
二
十
三
號

的
に
形
成
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
み
る
、
そ
し
て
そ
の
大
梁
教
も
全
然
新
元
素

か
ら
成
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
淵
源
は
蓮
く
佛
陀
金
環
の
慮
娩
に
獲
し
、

諸
學
派
の
影
響
を
受
け
、
展
翁
渡
漣
し
た
も
の
で
、
決
し
て
晴
天
の
灘
震
で

は
な
い
と
し
、
大
粟
思
想
獲
展
の
径
路
を
佛
典
κ
よ
り
て
論
明
し
、
最
後
に

諸
法
賃
相
論
、
町
頼
耶
鑑
識
隷
祀
～
論
…
、
愉
躍
如
毅
評
論
…
に
就
て
幡
静
劇
〃
に
諭
述
せ
ら

れ
、
蘭
蓮
の
如
く
第
三
期
は
之
を
読
か
ず
し
て
本
書
は
結
ば
れ
て
あ
る
。

　
署
者
は
我
幽
有
数
の
発
益
男
者
で
あ
る
．
そ
の
雷
魚
深
い
義
脚
學
の
知
識

を
緯
と
し
、
著
者
の
佛
毅
史
及
び
教
理
に
封
ず
る
見
識
を
経
と
し
、
あ
ら
ゆ

る
難
問
題
も
其
知
識
、
見
識
か
ら
批
詐
的
に
想
像
し
解
説
せ
ら
れ
、
甲
乙
思

想
の
臨
…
係
終
期
…
な
ど
に
就
て
も
巧
み
な
る
推
論
が
加
へ
ら
れ
て
あ
る
か
ら
、

印
慶
佛
教
史
上
の
難
問
題
に
鋤
す
る
解
輝
の
一
方
法
と
し
て
署
者
の
説
を
認

め
る
い
こ
と
が
潤
上
る
と
思
ふ
。
本
書
は
「
佛
教
穴
擬
」
の
第
二
編
と
し
て
雲

版
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
元
は
「
佛
教
講
義
鍛
」
に
載
せ
ら
れ
た
も
の
で

あ
っ
て
、
　
「
通
俗
を
目
的
」
と
せ
ら
れ
た
の
で
は
あ
る
が
、
鼓
に
所
謂
「
通

俗
」
と
は
著
者
の
謙
遜
か
ら
か
、
然
ら
ず
ば
襲
行
者
の
要
求
か
ら
・
形
式
的

に
君
ひ
表
は
さ
れ
た
「
謹
俗
」
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
歴
然
と
し
て
認
め
ら

る
エ
位
、
専
門
的
、
研
究
的
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
た
、
強
度
佛
教
研
究
者
に

忙
し
一
滲
考
書
と
し
て
推
心
す
る
に
跨
沸
し
な
い
の
で
あ
る
。
唯
「
初
に
は

稗
精
し
く
し
て
後
に
巖
な
る
は
」
著
者
と
共
に
逡
憾
に
思
ふ
と
同
様
に
、
他

同
自
由
に
藩
者
の
護
蓄
を
鍛
握
せ
ら
れ
ん
機
を
期
せ
ざ
る
を
得
ぬ
の
で
あ

る
。
東
京
小
石
川
原
町
六
、
丙
午
餓
版
融
褒
行
、
菊
版
二
〇
六
頁
、
定
蟹
豊

圓
（
本
田
義
英
）

感
情
の
修
養

一
ニ
ニ

丈
學
博
士
　
谷
　
本
　
　
露
藩

　
本
霧
は
、
署
者
の
自
序
に
も
あ
る
や
う
に
、
そ
の
大
部
分
は
、
去
る
大
正

五
年
十
月
よ
り
翌
年
三
月
に
亘
り
て
．
憩
戸
高
等
商
業
學
校
に
於
て
講
ぜ
ら

れ
た
る
も
の
を
ぱ
、
此
度
訂
正
総
補
し
て
鎖
国
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
る
。

著
者
に
よ
れ
ば
、
現
時
一
般
の
…
教
育
は
、
動
も
す
れ
ば
智
的
に
・
偏
し
て
、
情

意
の
方
両
を
ぱ
閑
却
し
て
居
る
。
同
じ
く
感
畳
の
教
育
を
ば
高
調
す
る
に
し

て
も
、
そ
の
郷
識
約
方
面
を
重
ん
じ
て
、
快
不
映
の
感
的
方
面
を
ぱ
糧
観
す

る
が
、
こ
れ
は
誤
っ
て
居
る
。
否
な
世
人
は
兎
角
理
論
理
論
と
い
ふ
が
、
理

論
の
巾
に
て
も
實
際
は
情
緒
に
よ
る
理
論
の
方
が
遙
か
に
多
い
。
聯
貝
に
人
事

の
活
機
と
な
っ
て
、
沿
を
動
か
す
も
の
は
、
此
の
情
緒
に
よ
る
理
論
で
あ
っ

て
決
し
て
翠
に
冷
や
か
な
る
智
的
濡
雪
の
熊
く
す
る
麗
で
は
な
い
、
況
ん
や

情
緒
は
洵
に
人
生
の
輩
で
あ
っ
て
、
こ
れ
な
く
ん
ぱ
わ
れ
等
の
生
活
は
貧
に

荒
凍
索
莫
た
る
紙
の
で
あ
ら
う
。
そ
れ
故
に
否
人
は
か
の
智
的
修
礎
と
共

に
、
よ
く
苦
口
の
感
受
魅
を
ば
錬
磨
し
て
、
　
【
面
輪
樂
と
共
に
「
又
辛
酸
苦
楚

を
弛
め
て
、
こ
れ
を
ぱ
充
分
堪
え
得
る
力
を
養
ひ
、
・
こ
れ
と
共
に
叉
よ
く
穂

人
の
不
幸
に
同
情
し
、
更
に
進
ん
で
は
、
種
々
な
る
憐
緒
、
惚
操
を
ば
培
養

し
、
渡
展
し
て
、
趣
味
あ
り
意
義
あ
る
生
活
を
ば
爲
す
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。
麗
し
て
こ
れ
や
が
て
本
書
再
版
の
動
機
で
あ
り
、
又
本
書
の
主
張

の
昂
結
で
あ
る
。

　
本
書
章
を
分
つ
こ
と
十
三
、
先
づ
第
一
章
に
於
て
、
東
西
爾
洋
に
於
け
る

毅
育
思
愁
の
歴
史
的
趨
勢
を
概
潮
し
て
、
感
情
修
養
の
必
翼
を
論
じ
、
第
二

章
に
於
て
は
、
感
情
の
一
般
的
特
質
を
蓮
べ
て
博
士
の
研
謂
、
樂
悲
勇
怯
膨

怒
愛
悪
欲
の
九
清
睨
を
ぱ
豫
設
し
、
第
三
章
に
於
て
は
、
現
代
人
の
懸
弊
と



　
　
し
て
紳
鰹
過
勢
と
分
析
渦
垂
と
い
ふ
こ
と
を
ぱ
種
々
な
る
統
計
に
よ
り
て
論

　
　
じ
て
こ
れ
が
匡
正
法
を
ば
説
き
、
第
四
章
及
第
五
章
は
、
感
梼
の
甚
礎
的
修

　
　
養
論
で
、
か
の
箭
蓮
の
九
惜
説
に
基
づ
き
て
、
こ
れ
に
封
ず
る
内
外
雨
方
面

　
　
よ
u
9
の
修
養
法
を
げ
嘱
詳
細
に
論
究
せ
ら
れ
て
履
る
。
第
六
山
草
は
猫
立
貞
囲
象
、

　
　
第
七
章
は
競
曾
と
友
情
、
第
八
章
は
同
惜
と
憐
鯛
、
第
九
章
は
愛
國
心
と
偉

　
　
人
崇
舞
、
両
し
て
第
十
掌
よ
り
第
十
三
章
に
至
る
最
後
の
四
章
は
、
虞
悲
奨

　
　
の
惜
撚
樺
、
宗
敏
的
情
調
銀
の
論
で
あ
っ
て
、
こ
は
前
の
第
四
、
第
五
章
と
共
に

　
　
本
書
の
眼
目
と
な
っ
て
居
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
こ
れ
に
於
て
け
先
づ
暴
富

　
　
美
そ
の
も
の
玉
本
質
及
び
そ
の
絹
互
の
關
係
を
論
じ
て
、
ζ
れ
に
プ
ラ
グ
㌣

　
　
テ
イ
ズ
ム
的
の
基
礎
を
異
へ
、
次
に
聯
奥
善
美
の
情
糧
即
の
特
暫
ハ
孜
そ
ム
ル
の
鯵
養

　
　
法
を
ぱ
種
々
實
際
的
生
活
の
上
よ
り
韓
細
に
論
回
せ
ら
れ
て
居
る
。
次
に
宗

　
　
数
的
情
操
の
論
に
於
て
は
、
先
づ
我
圃
及
西
洋
に
於
け
る
宗
教
と
教
育
と
の

　
　
分
翻
離
の
羅
路
を
流
…
ぺ
、
次
に
宗
数
そ
の
も
の
工
本
質
及
そ
れ
の
種
類
を
論
じ

　
　
て
、
佛
耶
爾
畿
の
特
質
を
比
較
し
、
な
ほ
進
ん
で
心
璽
の
本
性
、
自
力
教
と

　
　
他
力
…
教
、
救
主
と
字
宙
の
大
璽
、
こ
の
大
孤
鰹
と
習
人
の
小
鍵
と
の
醐
係
、
虚
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
セ
　
　
も

　
　
教
的
捨
…
操
叩
の
一
毛
激
と
し
て
の
妙
如
卸
の
感
、
最
後
に
ウ
碧
荻
の
意
的
力
面
を
日
豊

　
　
調
し
て
、
宗
敏
の
虞
義
は
突
破
な
り
、
と
噺
じ
て
、
三
者
の
所
謂
稜
趣
的
宗

　
　
教
と
し
て
の
極
樂
模
倣
親
に
書
及
し
て
巻
を
結
ば
れ
て
居
る
。

　
　
　
以
上
は
本
轡
の
一
般
の
趣
旨
と
そ
の
内
容
の
大
髄
と
で
あ
る
が
、
然
し
ζ

　
　
の
趣
旨
が
ζ
の
内
容
に
よ
り
て
充
分
全
う
せ
ら
れ
る
や
否
や
と
い
ふ
こ
と

　
　
は
、
本
書
の
如
き
性
質
の
書
に
あ
り
て
は
、
全
く
こ
を
讃
む
入
々
の
賢
跳
的

　
　
感
銘
の
如
何
と
い
ふ
こ
と
に
よ
リ
ア
、
定
る
ζ
と
㌧
思
ふ
か
ら
、
こ
瓦
に
は
こ

　
　
れ
等
の
こ
と
は
鰯
れ
ず
し
て
、
唯
だ
有
釜
な
る
修
饗
書
と
し
て
、
こ
れ
が
紹
層

脇
介
に
止
め
て
撃
こ
ミ
す
る
・
星
…
欝
馨
・
定
蟹
壼
翻
球
謹
べ
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
羅
紹
介

良
轟
男
）

…
！
一
〕

寄
贈
書
籍
薙
誌

　
人
聞
の
漁
　
化
　
　
　
理
學
博
士
　
蔚
川
千
代
松
著

　
軸
週
徳
の
根
本
・
義
　
　
　
丈
伽
一
士
　
士
口
岡
　
品
静
致
著

　
無
門
溶
解
綿
　
　
　
　
丈
低
土
　
紐
亭
　
皿
美
著

　
哲
綴
争
難
勲
酌
、
　
恥
慨
翻
…
、
　
心
理
研
究
、
　
六
ム
欄
難
誌
、

中
之
光
、
皐
稻
閃
丈
鰹
、
學
校
数
育
、
教
育
、

教
育
界
、
新
…
公
論
胆
、
胤
獄
育
時
論
、
東
京
敏
辰
口
、

大
臼
本
国
衝
協
禽

岩
　
波
書
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
洋
醤
孕
、
無
霧
燈
、
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
外
教
理
評
論
、
激
育
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奈
良
縣
徴
宵
、
都
岡
縣
教
育

晦
報
、
滋
賀
縣
教
育
難
誌
、
岐
阜
縣
教
育
、
愛
知
教
育
難
誌
、
佐
賀
縣
毅
育

藝
備
敦
育
、
宮
教
御
筆
、
愛
媛
教
育
、

一
二
蕊

〆


